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子
ど
も
た
ち
に

ど
ん
な
美
郷
を
の
こ
せ
る
か

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
21
年
度

決
算
で
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率

４
指
標
（
５
Ｐ
に
掲
載
）
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
平
成
20
年
度
決
算

で
は
18
・
３
％
だ
っ
た
実
質
公
債

費
比
率
が
16
・
３
％
と
大
幅
に
改

善
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
方

交
付
税
の
増
加
も
要
因
で
す
が
、

平
成
19
年
度
に
策
定
さ
れ
た
『
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
』
に
基
づ

い
た
行
財
政
運
営
と
、
町
債
の
繰

上
げ
償
還
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
を
議
決

　

ま
た
、
今
定
例
会
で
は
『
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
』
を
議
決
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
過
疎
地
域
自

立
促
進
特
別
措
置
法
の
改
正
に
と

も
な
い
、
本
年
４
月
１
日
に
美
郷

町
が
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
策
定
で
す
。

　

過
疎
指
定
を
受
け
た
こ
と
で
、

今
後
の
事
業
で
は
充
当
率
１
０
０

％
の
過
疎
債
を
適
用
で
き
ま
す
が
、

さ
ら
に
今
回
の
改
正
で
は
ソ
フ
ト

事
業
へ
の
適
用
も
拡
充
さ
れ
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
運
用
が
期

待
で
き
ま
す
。

公
共
施
設
基
金
条
例

を
制
定

　

そ
し
て
、
今
定
例
会
で
は
『
公

共
施
設
基
金
条
例
』
を
制
定
し
、

補
正
予
算
で
２
億
５
０
０
０
万
円

を
積
み
立
て
ま
し
た
。

　

現
在
、
平
成
19
年
度
か
ら
着
手

し
た
『
公
共
施
設
再
編
計
画
』
で

の
施
設
再
整
備
は
途
上
で
あ
り

『
学
校
再
編
計
画
』
で
の
統
合
小

中
学
校
改
修
事
業
は
こ
れ
か
ら
本

格
化
し
ま
す
。
こ
の
条
例
制
定
は
、

今
後
の
行
財
政
運
営
を
勘
案
し
て

の
基
金
創
設
で
す
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に

　

出
生
数
の
低
下
や
若
年
層
の
流

出
、
人
口
の
高
齢
化
な
ど
の
過
疎

化
現
象
が
進
む
中
で
、
町
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
は
、
引
き
続
き
行

財
政
改
革
や
将
来
に
わ
た
る
債
務

負
担
の
縮
小
に
努
め
た
財
源
確
保

が
必
要
で
し
ょ
う
。

　

将
来
の
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
ど
の
よ
う
な
美
郷
を
の
こ
せ
る

か
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
で
す
。

　
９
月
定
例
会
を
、
９
月
６
日
か
ら
10
日
ま

で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
審
議
し
た
議
案
は
、
平
成
21
年
度
一
般
会

計
決
算
認
定
な
ど
24
議
案
。
そ
の
す
べ
て
を
、

原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
は
３
議
員
が
登
壇
し
て

町
政
を
質
し
、
陳
情
１
件
を
趣
旨
採
択
と
し

ま
し
た
。

美郷中学校として増築工事が進む六郷中学校

実
質
公
債
費
比
率
大
幅
に
改
善
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泉
（
美
）
議
員　

高
す
ぎ
る
国
保

税
引
き
下
げ
の
た
め
一
般
財
源
の

繰
り
入
れ
や
、
介
護
保
険
利
用
料

の
独
自
軽
減
策
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
な
ど
住
民
の
望
む
声

に
対
応
し
て
お
ら
ず
反
対
す
る
。

熊
谷
（
隆
）
議
員　

公
共
施
設
の

再
編
事
業
や
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
の
推
進
な
ど
、
最
小
経
費
で

最
大
効
果
を
発
揮
で
き
る
決
算
内

容
で
あ
り
、
各
財
政
指
標
も
改
善

さ
れ
て
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と

考
え
る
。

　

今
定
例
会
で
審
査
し
た
平
成
21

年
度
決
算
で
は
、
財
政
健
全
化
法

に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
の
４

指
標
と
、
簡
易
水
道
事
業
・
下
水

道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
で
の
資
金
不
足
比
率
が
公

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
４
指
標
に

は
早
期
健
全
化
基
準
を
設
け
て
い

ま
す
が
、
一
つ
で
も
超
え
た
場
合

は
『
健
全
化
団
体
』
と
し
て
健
全

化
計
画
の
策
定
と
公
認
会
計
士
に

よ
る
外
部
監
査
を
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。
町
の
数
値
は
、実
質
赤
字
・

連
結
実
質
赤
字
比
率
と
も
に
黒
字

決
算
な
の
で
該
当
せ
ず
、
実
質
公

債
費
・
将
来
負
担
比
率
と
も
に
２

年
連
続
で
前
年
度
よ
り
改
善
す
る

数
値
と
な
り
ま
し
た
。（
表
２
）

　

ま
た
、
３
事
業
特
別
会
計
の
資

金
不
足
比
率
は
、
い
ず
れ
も
黒
字

決
算
な
の
で
該
当
な
し
と
な
り
ま

し
た
。

平成21年度決算

一般・国保会計が
賛成多数で認定

健
全
化
判
断
比
率

　

２
年
連
続
で
改
善
す
る

平成21年度各会計の収支決算総括表 【単位：千円】

会計名 歳入決算 歳出決算 認定の結果
一 般 会 計 12,372,435 11,877,027 賛成多数
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2,613,460 2,448,665 賛成多数
老 人 保 健 特 別 会 計 7,463 7,463 全員賛成
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 582,539 579,005 全員賛成
下 水 道 事 業 特 別 会 計 198,789 193,891 全員賛成
農 業 集 落 排 水 特 別 会 計 268,648 265,335 全員賛成
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 165,918 165,358 全員賛成

合　　計 16,209,252 15,536,744

健全化判断比率 平成 21年度 平成 20年度 早期健全化基準

①実質赤字比率 －％ －％ 13.72%

②連結実質赤字比率 －％ －％ 18.72%

③実質公債費比率 16.3% 18.3% 25.0%

④将来負担比率 95.1% 122.6% 350.0%

※赤字（資金不足）額がないものは該当なしのため「－」を表示しています。

■実質赤字比率
　一般会計等の実質赤字の比率
■連結実質赤字比率
　全ての会計の実質赤字の比率
■実質公債費比率
　公債費及び公債費に準じた経費の比重を示す比率
■将来負担比率
　地方債残高のほか一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の比率

表1

民生費
22億8,273万1千円
（19.22％）

民生費
22億8,273万1千円
（19.22％）

衛生費
7億1,905万6千円
（6.05％）

衛生費
7億1,905万6千円
（6.05％）

農林水産業費
5億7,571万6千円
（4.85％）

農林水産業費
5億7,571万6千円
（4.85％）

教育費
13億4,025万3千円
（11.28％）

教育費
13億4,025万3千円
（11.28％）

公債費
21億6,720万5千円
（18.25％）

公債費
21億6,720万5千円
（18.25％）

議会費
1億1,993万5千円（1.01％）
労働費
149万4千円（0.01％）
商工費
3億6,169万2千円（3.05％）

議会費
1億1,993万5千円（1.01％）
労働費
149万4千円（0.01％）
商工費
3億6,169万2千円（3.05％）

総務費
18億6,999万円
（15.74％）

総務費
18億6,999万円
（15.74％）

一般会計
歳出

消防費
4億2,378万1千円
（3.57％）
災害復旧費
1万7千円（0.00％）
諸支出金
8億101万4千円
（6.74％）

土木費
12億1,414万2千円
（10.22％）

土木費
12億1,414万2千円
（10.22％）

表2

反
対
討
論

賛
成
討
論

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
の
決
算

状
況
は
、
歳
入
１
２
３
億
７
２
４

３
万
５
千
円
・
歳
出
１
１
８
億
７

７
０
２
万
７
千
円
で
、
差
引
残
高

４
億
９
５
４
０
万
８
千
円
で
す
が

こ
れ
に
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
財
源

２
０
５
８
万
８
千
円
が
含
ま
れ
て

お
り
、
実
質
収
支
は
４
億
７
４
８

２
万
円
の
黒
字
決
算
で
し
た
。（
表

１
）

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
や
下
水

道
事
業
な
ど
６
つ
の
特
別
会
計
決

算
で
は
、
制
度
上
同
額
決
算
と
な

る
老
人
保
健
特
別
会
計
を
除
き
す

べ
て
が
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
６
日
の
本
会
議
で

担
当
課
長
の
説
明
を
受
け
、
９
日

に
総
括
質
疑
を
お
こ
な
い
採
決
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
般
会
計

と
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
賛

成
多
数
で
、
そ
の
他
の
会
計
は
全

一般会計
歳入

町税
14億7,468万9千円
（11.92％）

町税
14億7,468万9千円
（11.92％）

繰入額4億8,942万円
（3.96％）
繰入額4億8,942万円
（3.96％）

繰越金
1億3,130万2千円
（1.06％）

繰越金
1億3,130万2千円
（1.06％）町債

9億9,279万4千円
（8.02％）

町債
9億9,279万4千円
（8.02％）

地方交付税
57億6,639万6千円
（46.61％）

地方交付税
57億6,639万6千円
（46.61％）

国庫支出金
15億6,338万3千円
（12.64％）

国庫支出金
15億6,338万3千円
（12.64％）

県支出金
5億2,508万
5千円
（4.24％）

県支出金
5億2,508万
5千円
（4.24％）

分担金及び負担金
6,173万円（0.50％）
使用料及び手数料
1億6,579万1千円
（1.34％）
財産収入
1,905万1千円
（0.15％）
寄付金
128万1千円（0.01％）
諸収入
6億2,813万円
（5.08％）

分担金及び負担金
6,173万円（0.50％）
使用料及び手数料
1億6,579万1千円
（1.34％）
財産収入
1,905万1千円
（0.15％）
寄付金
128万1千円（0.01％）
諸収入
6億2,813万円
（5.08％）

地方譲与税
2億7,429万円（2.22％）
利子割交付金
543万8千円（0.04％）
配当割交付金
100万5千円（0.01％）
株式等譲渡所得割交付金
37万5千円（0.00％）
地方消費税交付金
1億8,768万7千円（1.52％）
自動車取得税交付金
5,520万4千円（0.45％）
地方特例交付金
2,503千円（0.20％）
交通安全対策特別交付金
435万2千円（0.04％）

地方譲与税
2億7,429万円（2.22％）
利子割交付金
543万8千円（0.04％）
配当割交付金
100万5千円（0.01％）
株式等譲渡所得割交付金
37万5千円（0.00％）
地方消費税交付金
1億8,768万7千円（1.52％）
自動車取得税交付金
5,520万4千円（0.45％）
地方特例交付金
2,503千円（0.20％）
交通安全対策特別交付金
435万2千円（0.04％）

員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

２月28日に行われた六郷東根小学校閉校式

【総額：123億7,243万5千円】
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が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
預
貯
金

や
給
与
、
不
動
産
の
差
し
押
さ
え
な

ど
厳
正
に
対
処
し
て
い
く
。

町
外
か
ら
の
納
税
は

福
田
議
員　

町
外
に
住
む
方
か
ら
の

納
税
割
合
は
。

税
務
課
長　
固
定
資
産
税
で
９
５
０

件
の
９
・
３
％
、
町
民
税
で
41
人
の

０
・
４
％
だ
。

進
む
財
政
の
健
全
化

滞
納
対
策
を
厳
正
に
進
め
る

歳　

入

歳　

出

財
産
の
取
得

一
般
会
計
補
正

そ
の
他
の
議
案

簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計

一
般
会
計

不
納
欠
損
手
続
き
は

森
元
議
員　

不
納
欠
損
に
至
る
ま
で

の
事
務
手
続
き
は
。

税
務
課
長　
町
税
で
未
納
が
発
生
し

た
場
合
、
督
促
状
を
発
送
し
次
に
本

人
と
の
相
談
や
財
産
調
査
な
ど
を
行

い
、
処
分
可
能
な
財
産
が
な
い
場
合

に
は
５
年
後
に
欠
損
に
向
か
う
。

滞
納
者
対
策
は

森
元
議
員　

今
後
の
滞
納
者
へ
の
具

体
策
は
。

税
務
課
長　
完
納
に
向
け
た
相
談
に

応
じ
て
い
く
と
と
も
に
、
納
付
能
力

乳
幼
児
福
祉
医
療
費
は

深
澤
（
均
）
議
員　

乳
幼
児
福
祉
医

療
費
の
内
訳
は
。

資
源
ゴ
ミ
の
分
別
統

一
は

泉
（
美
）
議
員　

資
源
ゴ
ミ

の
分
別
統
一
化
へ
の
取
り
組

み
は
。

住
民
生
活
課
長　
今
年
度
中

に
方
向
を
決
め
た
い
。

定
数
削
減
後
の
対
応

は武
藤
議
員　

農
業
委
員
定
数

が
削
減
さ
れ
る
が
、
き
め
細

や
か
な
対
応
は
可
能
か
。

農
業
委
員
会
会
長　
委
員
が

力
を
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い

く
。

美
郷
ブ
ラ
ン
ド
の
今

後
は

福
田
議
員　

美
郷
ブ
ラ
ン
ド

確
立
に
向
け
た
今
後
の
取
り

組
み
は
。

農
政
課
長　
現
在
の
19
品
目

を
農
業
関
係
機
関
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
今
年
度
中
に

重
点
的
な
品
目
に
絞
り
込
む

考
え
だ
。

使
用
期
限
後
は

熊
谷
（
隆
）
議
員　

プ
レ
ミ

滞
納
者
対
策
は

森
元
議
員　

未
納
者
へ
の
対

応
と
給
水
停
止
は
あ
る
か
。

建
設
課
長　
面
談
し
な
が
ら

少
し
で
も
納
め
て
も
ら
う
よ

う
対
応
し
て
い
る
。
昨
年
度

は
居
住
が
確
認
さ
れ
な
い
た

め
の
給
水
停
止
が
２
件
あ
る
。

福
祉
保
健
課
長　
県
助
成
対

象
者
は
３
７
３
名
で
、
町
拡

大
部
分
６
０
７
名
、
合
わ
せ

て
２
千
６
０
０
万
円
ほ
ど
だ
。

利
便
性
の
地
域
差
は

泉
（
美
）
議
員
　
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
の
利
用
率
は
ど
の

地
域
が
伸
び
て
い
る
か
。
ま

た
、
利
便
性
に
地
域
差
は
な

い
か
。　

総
務
課
長
　
千
畑
地
域
が
伸

び
て
い
る
。
利
便
性
に
つ
い

て
は
、
許
可
制
で
も
あ
り
民

営
を
圧
迫
し
な
い
範
囲
で
全

域
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
努

め
て
い
る
。

圧
迫
と
な
ら
な
い
か

武
藤
議
員　

納
税
貯
蓄
組
合

が
納
税
に
窮
す
る
方
に
と
っ

て
圧
迫
と
な
っ
て
い
な
い
か
。

税
務
課
長　
今
年
度
、
納
付

割
額
を
な
く
し
て
対
処
し
て

い
る
。
今
後
納
税
意
欲
を
高

め
て
も
ら
う
工
夫
・
検
討
を

し
て
い
く
。

平
成
21
年
度
決
算
質
疑

乳幼児健診

配
置
先
と
今
後
の
計

画
は

泉
（
美
）
議
員　

防
災
資
機

材
運
搬
車
の
配
置
先
と
今
後

の
計
画
は
。

住
民
生
活
課
長　
仙
南
地
区

ア
ム
付
商
品
券
の
使
用
期
限

後
は
ど
う
な
る
か
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
期
限

後
に
は
無
効
と
な
る
の
で
十

分
な
周
知
に
つ
と
め
て
い
く
。

取
扱
い
店
の
推
移
は

吉
野
議
員　

プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
補
助
の
考
え
方
と
取

扱
い
店
の
推
移
は
。

商
工
観
光
交
流
課
長　
町
内

経
済
の
活
性
化
を
図
り
、
地

販
地
消
を
進
め
る
た
め
だ
。

取
扱
店
は
、
20
年
度
よ
り
25

件
増
加
し
、
現
在
１
７
６
事

業
所
で
取
り
扱
っ
て
い
る
。

火
災
報
知
器
誤
作
動

対
策
は

飛
澤
議
員　

六
郷
中
学
校
体

育
館
の
火
災
報
知
器
の
誤
作

動
対
策
は
。

学
務
課
長　
劣
化
が
進
ん
で

お
り
交
換
し
、
今
後
、
誤
作

動
の
な
い
よ
う
対
処
す
る
。

の
分
団
へ
配
置
し
、
23
年
度

に
は
千
畑
地
区
1
～
3
分
団

へ
の
配
置
を
予
定
し
て
い
る
。

防災資機材運搬車

不
用
額
が
多
い
が

福
田
議
員　

21
年
度
決
算
は
、

黒
字
決
算
で
あ
り
、
大
変
い

い
こ
と
で
あ
る
が
、
不
用
額

が
多
い
の
は
何
故
か
。

企
画
財
政
課
長　
３
月
定
例

会
に
間
に
合
う
も
の
は
減
額

補
正
し
て
い
る
が
、
予
算
作

成
時
期
が
２
月
上
旬
で
あ
り

把
握
で
き
な
い
部
分
も
あ
る

こ
と
や
、
国
の
予
算
関
係
で

確
定
し
ず
ら
い
も
の
も
あ
る

た
め
だ
。
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町
へ
の
提
言
・
意
見

公
共
施
設
再
編

住
民　

空
き
校
舎
や
跡
地
利
用
に

つ
い
て
授
産
施
設
、
学
童
保
育
、

福
祉
施
設
、
介
護
施
設
を
検
討
し

交
流
セ
ン
タ
ー
廃
止
の
替

わ
り
は

住
民
の
要
望　

千
畑
交
流
セ
ン
タ

ー
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
会
合
や
生

涯
学
習
が
や
り
に
く
く
な
る
。
近

く
に
替
わ
り
の
施
設
が
ほ
し
い
。

町
の
回
答　
千
畑
地
区
に
は
「
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
や
「
坂
本
東

嶽
邸
」
ま
た
「
み
さ
と
福
祉
セ
ン

タ
ー
」
も
あ
り
、
各
施
設
を
有
効

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
後

各
地
区
に
空
校
舎
が
生
じ
る
の
で

更
に
検
討
を
加
え
た
い
。

住民と議会との懇談会第５回

身近な議会を目指し
７月20・21・22日の３日間にわたり町内９会場で行った「住民と議会と
の懇談会」の内容を報告します。また、今年度は、年2回開催します。

小
規
模
工
事
の
発
注
を

住
民
の
要
望　

50
万
円
以
下
の
小

規
模
修
繕
工
事
制
度
に
よ
り
、
分

割
し
て
地
元
業
者
に
仕
事
の
機
会

を
多
く
す
べ
き
だ
。

町
の
回
答　
昨
年
度
の
小
規
模
修

繕
工
事
制
度
は
１
１
９
件
、
総
額

フ
ェ
ン
ス
の
修
繕
を

住
民
の
要
望　

部
落
公
園
の
フ
ェ

ン
ス
が
古
く
な
り
、
鉄
柱
も
錆
び

て
い
る
。
修
繕
で
き
な
い
か
。

町
の
回
答　
鉄
柱
の
錆
び
は
、
管

理
委
託
費
で
の
対
応
を
お
願
い
し

て
い
る
。
基
礎
部
分
は
、
現
地
確

認
の
う
え
検
討
し
た
い
。

町
へ
の
要
望
事
項

町
へ
の
要
望
事
項

　

22
年
度
の
懇
談
会
は
、
住
民
の

方
々
に
よ
り
身
近
な
議
会
を
目
指

し
て
年
２
回
の
開
催
を
計
画
し
、

次
回
は
10
月
20
～
22
日
に
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
地
域
の
会
館

に
出
向
い
て
、
多
く
の
意
見
交
換

を
求
め
た
と
こ
ろ
70
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
８
月
18
日
に
全
体

検
討
会
を
開
い
て
、
今
回
出
さ
れ

た
提
言
・
意
見
・
要
望
の
79
項
目

に
つ
い
て
、
町
へ
の
要
望
事
項
な

ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

８
月
23
日
に
意
見
書
と
要
望
書

を
提
出
し
、
９
月
７
日
に
回
答
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
話
し
合
わ
れ
た
主
な
内

容
や
回
答
を
要
約
し
お
伝
え
し
ま

す
。

休
日
議
会
を

住
民
の
要
望　

休
日
に
議
会
を
開

催
で
き
な
い
か
。

議
会
の
回
答　
議
会
開
催
は
、
町

長
招
集
で
あ
る
こ
と
や
、
職
員
の

休
日
出
勤
な
ど
も
あ
る
の
で
議
会

議
会
へ
の
要
望
事
項

単
独
で
は
決
め
ら
れ
な
い
が
、
旧

町
村
時
代
、
住
民
の
要
望
で
開
催

し
て
も
傍
聴
者
に
変
化
が
見
ら
れ

ず
継
続
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

開
催
は
難
し
い
。

活
性
化
に
向
け
て

住
民
の
要
望　

商
店
街
の
活
性
化

に
向
け
て
、
議
会
と
の
懇
談
会
も

必
要
で
は
な
い
か
。

議
会
の
回
答　
商
店
街
か
ら
の
開

催
要
望
が
あ
れ
ば
受
け
た
い
。

７
３
７
万
１
千
円
で
工
種
は
多
様

だ
。
修
繕
工
事
は
早
急
な
対
応
が

求
め
ら
れ
、
一
括
し
な
い
で
対
応

し
て
い
る
。
登
録
制
で
、
年
度
途

中
の
登
録
も
可
能
だ
。
今
年
度
は

34
事
業
所
が
登
録
し
て
い
る
。

県
道
の
改
良
を

住
民
の
要
望　

千
屋
小
学
校
前
の

県
道
北
側
空
き
地
を
利
用
し
、
交

差
点
改
良
を
す
べ
き
で
は
。

町
の
回
答　
交
差
点
改
良
に
は
、

各
種
調
査
や
県
、
公
安
委
員
会
、

用
地
関
係
者
な
ど
の
解
決
す
べ
き

事
項
が
あ
り
、
今
後
検
討
を
重
ね

た
い
。

て
は
ど
う
か
。
地
域
の
声
を
聞
く

こ
と
も
大
切
だ
。

住
民　

公
共
施
設
再
編
で
は
、
地

域
の
利
用
頻
度
に
よ
り
充
実
を
図

る
べ
き
だ
。

行
政
対
応

住
民　

頼
ん
だ
後
の
連
絡
が
な
か

っ
た
り
、
不
親
切
な
対
応
や
電
話

の
応
対
の
悪
い
時
が
あ
る
。

住
民　

庁
舎
が
遠
く
な
り
不
便
だ
。

新
庁
舎
建
設
時
は
、
町
の
中
心
部

に
す
べ
き
だ
。

住
民　

仙
南
出
張
所
の
窓
口
対
応

が
大
変
良
い
と
感
じ
て
い
る
。

防
雪
柵
の
設
置
を

住
民
の
要
望　

都
野
～
君
堂
線
の

通
学
路
に
防
雪
柵
を
設
置
し
て
ほ

し
い
。

町
の
回
答　
防
雪
柵
は
、
車
と
歩

行
者
に
は
有
意
義
な
施
設
だ
が
、

隣
接
農
地
の
日
陰
発
生
に
よ
る
生

育
障
害
や
草
刈
り
作
業
に
支
障
を

き
た
す
影
響
も
あ
る
の
で
、
こ
の

こ
と
を
踏
ま
え
、
必
要
性
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。　

道
路
の
拡
幅
を

住
民
の
要
望　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
へ

の
草
地
内
の
道
路
幅
が
狭
く
交
差

に
難
儀
し
て
お
り
改
良
で
き
な
い

か
。

町
の
回
答　
利
用
者
か
ら
の
要
望

も
あ
り
、
来
年
度
か
ら
拡
幅
整
備

を
予
定
し
て
い
る
。

一丈木会館にて

押切紀の国会館にて

ラベンダー園

学
校
再
編

住
民　

統
合
中
学
校
後
の
部
活
動

の
迎
え
が
大
変
に
な
り
、
送
迎
バ

ス
の
運
行
を
し
て
は
ど
う
か
。

建
設
工
事
な
ど

住
民
　
春
に
舗
装
工
事
を
し
た
の

に
、
水
道
工
事
で
カ
ッ
タ
ー
を
入

れ
て
い
る
。
計
画
性
を
持
つ
べ
き

だ
。

住
民
　
地
下
水
位
が
下
が
っ
て
い

る
。
公
共
工
事
で
は
配
慮
し
て
ほ

し
い
。
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町政を問う

泉　美和子 議員  国保制度について
 保育問題について

深澤　　均 議員  脱少子化秋田について
 水稲直播の転作カウントについて

飛澤龍右エ門 議員  転作率見直しと転作協力の強化について
 新制、六郷小学校体育館の改良を

質
問
事
項
多
岐
に
わ
た
る

泉　美和子 議員

一般会計からの繰り入れを
その都度適切な判断で

議
員　

全
国
で
は
高
す
ぎ
る

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
図
る

た
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
法

定
外
繰
り
入
れ
を
行
う
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
一
人
当

た
り
の
繰
入
額
も
平
成
20
年

度
は
１
万
１
３
４
円
と
大
幅

に
伸
び
て
い
る
。

　

町
の
二
年
連
続
の
国
保
税

引
き
上
げ
は
家
計
を
重
く
圧

迫
し
て
お
り
、
国
保
税
を
ぜ

ひ
安
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う

切
実
な
声
が
あ
る
。
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
抜
本

的
な
引
き
下
げ
を
し
住
民
負

担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
く
よ

う
求
め
る
。

　

ま
た
、
国
で
は
国
保
の
広

域
化
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
が
町
長
の
見
解
を
う
か
が

う
。

町
長　
町
の
保
険
税
水
準
は
、

隣
接
市
と
の
比
較
で
も
一
人

当
た
り
の
税
額
は
低
い
方
だ
。

ま
た
、
一
般
会
計
か
ら
は
繰

り
入
れ
を
認
め
ら
れ
て
い
る

内
容
で
行
っ
て
お
り
21
年
度

は
１
億
４
３
６
万
円
繰
り
入

れ
て
い
る
。

　

法
定
外
繰
入
に
つ
い
て
は
、

全
国
の
半
数
以
上
で
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
す

べ
て
が
保
険
税
軽
減
の
た
め

の
繰
入
で
は
な
い
。
い
ず
れ
、

今
後
の
保
険
制
度
改
正
や
環

境
変
化
な
ど
を
見
据
え
、
適

切
な
判
断
に
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
国
保
の
広
域
化
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
詳
細
は

分
か
っ
て
お
ら
ず
、
的
確
な

見
解
を
述
べ
る
状
況
で
は
な

い
。

わ
く
わ
く
園
の

　
　
　
整
備
計
画
は

議
員　

政
府
が
６
月
に
公
表

し
た
『
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

基
本
制
度
要
綱
案
』
に
つ
い

て
町
長
の
見
解
を
う
か
が
う
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
て
い
る

「
わ
く
わ
く
園
」
の
整
備
に

つ
い
て
今
年
度
調
査
し
て
い

る
が
、
今
後
の
計
画
を
う
か

が
う
。

町
長　
こ
の
制
度
は
25
年
度

の
施
行
を
目
指
す
と
い
う
こ

と
で
そ
の
詳
細
が
見
え
る
よ

う
に
な
っ
た
段
階
で
判
断
し

て
い
く
。

　
「
わ
く
わ
く
園
」
の
老
朽

化
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

調
査
報
告
書
の
内
容
を
検
討

し
、
全
体
的
な
財
政
計
画
を

見
通
し
な
が
ら
23
年
度
に
は

整
備
方
針
を
決
定
し
た
い
。

定
例
会
初
日
、
町
長
の
招
集
挨
拶
の
あ
と
、
３
議
員
が

６
項
目
に
つ
い
て
一
般
質
問
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
要
約
し
お
伝
え
し
ま
す
。

六郷わくわく園
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町政を問う

議
員　

定
着
に
向
け
昨
年
か

ら
乾
田
直
播
を
本
格
栽
培
し

よ
う
と
し
た
や
さ
き
、
水
稲

直
播
減
収
分
の
転
作
カ
ウ
ン

ト
が
廃
止
に
な
っ
た
。

　

乾
田
直
播
は
春
作
業
が
大

幅
に
軽
減
で
き
、
こ
の
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
す
た
め
に
も
乾

田
直
播
減
収
分
の
転
作
カ
ウ

ン
ト
を
再
検
討
す
る
考
え
は

な
い
か
。
美
郷
町
水
田
農
業

推
進
協
議
会
会
長
で
も
あ
る

町
長
に
見
解
を
う
か
が
う
。

町
長　
生
産
数
量
目
標
の
算

定
ル
ー
ル
は
、
美
郷
町
水
田

農
業
推
進
協
議
会
に
決
定
権

が
あ
る
。
県
の
栽
培
調
査
で

は
、
直
播
栽
培
は
移
植
栽
培

と
何
ら
遜
色
の
な
い
収
量
を

確
保
し
て
お
り
、
稲
作
指
導

指
針
に
確
立
し
た
技
術
と
し

て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

深澤　均 議員

転
作
カ
ウ
ン
ト
の
再
検
討
を

他
の
支
援
を
充
実
す
る

を
う
か
が
う
。

町
長　
町
で
も
こ
の
事
業
を

推
進
す
る
た
め
、
ポ
ス
タ
ー

掲
示
や
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど

啓
発
を
図
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
個
人
の
意
識
や
行
動
が

多
様
化
す
る
中
で
は
、
地
域

で
の
出
会
い
、
結
婚
対
策
は

こ
れ
ま
で
の
町
の
取
り
組
み

実
績
か
ら
も
、
大
変
に
難
し

い
。

　

し
か
し
、
町
と
し
て
も
こ

の
課
題
の
継
続
性
を
考
慮
し
、

県
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

飛澤　龍右エ門 議員

議
員　

六
郷
小
学
校
体
育
館

は
、
屋
根
裏
が
直
接
見
え
る

構
造
で
何
か
と
非
効
率
だ
。

暑
さ
や
寒
さ
が
直
接
子
ど
も

た
ち
に
伝
わ
り
か
わ
い
そ
う

だ
。

　

他
の
学
校
の
体
育
館
は
天

井
裏
が
整
備
さ
れ
、
暖
房
設

備
は
壁
か
ら
の
温
風
ヒ
ー
タ

ー
方
式
だ
が
、
六
小
は
ジ
ェ

ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー
方
式
だ
。
美

郷
町
学
校
統
合
第
一
号
校
と

し
て
早
急
に
改
良
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

教
育
長　
町
内
の
小
中
学
校

の
体
育
館
は
、
屋
根
構
造
が

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。

六
小
体
育
館
は
も
と
も
と
天

井
を
張
ら
な
い
構
造
で
設
計

さ
れ
て
い
る
の
で
、
天
井
取

り
付
け
は
体
育
館
の
構
造
上

六小体育館の改良を
大規模改修に合わせ検討中

新
た
な
補
強
や
照
明
設
備
が

必
要
と
想
定
さ
れ
、
現
在
は

予
定
し
て
い
な
い
。

　

暖
房
設
備
に
つ
い
て
は
、

現
在
他
の
す
べ
て
の
学
校
に

設
置
さ
れ
て
い
る
遠
赤
外
線

ヒ
ー
タ
ー
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
現
在
、
来
年
度
に
実
施

予
定
の
六
小
大
規
模
改
修
に

合
わ
せ
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い

設
備
を
検
討
中
だ
。

議
員　

転
作
率
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
全
国
・
県
一
律

配
分
論
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

戸
別
所
得
補
償
制
度
の
未

加
入
が
50
名
ほ
ど
と
の
報
告

だ
が
、
未
協
力
農
家
に
対
す

る
参
加
協
力
へ
の
対
応
は
。

町
長　
転
作
率
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
水
田
農
業
推
進

協
議
会
の
中
で
意
見
を
ま
と

め
県
に
伝
え
て
い
る
。
町
と

し
て
は
こ
の
意
見
を
踏
ま
え
、

短
期
間
に
現
在
の
市
町
村
格

差
を
縮
小
す
る
手
法
は
妥
当

で
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

転
作
協
力
に
つ
い
て
は

乾
田
直
播
の
み
転
作
カ
ウ
ン

ト
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
難

し
い
。

　

転
作
カ
ウ
ン
ト
と
い
う
施

策
で
は
な
く
、
栽
培
技
術
の

支
援
や
生
産
機
械
の
導
入
支

援
な
ど
を
推
進
し
て
い
く
。

議
員　

３
月
来
町
し
佐
竹
知

事
の
講
話
で
は
、
脱
少
子
化

秋
田
の
解
決
策
は
若
者
の
結

婚
で
あ
り
、
県
と
し
て
も
そ

の
出
会
い
に
力
を
入
れ
て
い

く
と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
市
町
村
の
独
自

の
取
り
組
み
に
期
待
を
し
て

い
る
が
、
町
で
は
こ
の
事
業

に
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で

取
り
組
む
の
か
町
長
の
考
え

転
作
率
見
直
し
と

転
作
協
力
の
対
応
は

六小体育館での活動

少
子
化
対
策
を

　
　
　
　
早
急
に

昨年から導入された乾田直播

「
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対

策
」
の
メ
リ
ッ
ト
の
細
部
ま

で
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
参

加
へ
の
糸
口
に
な
る
と
思
う

の
で
、
引
き
続
き
周
知
に
努

め
て
い
く
。
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請願・陳情請願・陳情

◇司法修習生の給費制の存続を求める陳情書
　　　　秋田弁護士会
　　　　　　　会長　狩野　節子

❖
議
会
の
動
き

趣旨採択としました

　

８
月
３
日
、
秋
田
市
で
県

町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
開

か
れ
、
席
上
、
前
県
町
村
議

会
議
長
会
副
会
長
の
伊
藤
福

章
前
議
長
に
、
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

 

❖
表 

彰

10月20㈬21㈭22㈮日 

第６回 ｢ 住民と議会との懇談会 ｣
を開催します

日　時 地　区 　会　　　場 担当班

10 月 20日 ( 水）
午後 7時 00分～
　午後 8時 30分

千畑地区

大坂生活環境改善センター 1班

一暁会館 2班

外川原会館 3班

10月 21日 ( 木）
午後 7時 00分～
　午後 8時 30分

仙南地区

万願寺会館 1班

山本児童館 2班

中関会館 3班

10月 22日 ( 金）
午後 7時 00分～
　午後 8時 30分

六郷地区

大島会館 1班

上鑓田会館 2班

沢目児童館 3班

1班 2班 3班

武藤　　威　福田　　守
泉　美和子　杉澤　隆一
深澤　　均　深沢　義一

伊藤　福章　森元　淑雄
中村　利昭　吉野　　久
戸澤　　勉　飛澤龍右ェ門

中村美智男　熊谷　良夫
泉　　繁夫　澁谷　俊二
熊谷　隆一　髙橋　　猛

農
業
委
員
会
定
数

　
　
20
人
か
ら
16
人
に
削
減

　

７
月
20
日
、
第
４
回
臨
時
会
を
開
催
し
、

美
郷
町
農
業
委
員
会
選
挙
委
員
の
定
数
を

20
人
か
ら
16
人
に
削
減
す
る
条
例
改
正
案

を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
来
年
の
選
挙
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

泉
（
美
）
議
員

　

農
業
情
勢
が
厳
し
い
な
か
の
定
数
の
削

減
は
、
農
家
の
声
が
届
き
に
く
く
な
り
影

響
も
大
き
い
と
思
う
の
で
反
対
だ
。

三
ヵ
町
村
の
議
員
が

　
　
　
美
郷
で
研
修

７
月

20
日	

住
民
と
議
会
と
の
懇
談
会（
～
22
日
）

21
日	

大
分
県
由
布
市
議
会
来
町（
行
政
視
察
）

26
日	

宮
城
県
利
府
町
議
会
来
町
（
議
会
広
報
視
察

研
修
）

８
月

２
日	

県
南
三
ヵ
町
村
議
会
議
員
連
絡
協
議
会

３
日	

秋
田
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

	

秋
田
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

９
日	

宮
城
県
亘
理
町
議
会
来
町
（
議
会
広
報
視
察

研
修
）

16
日	

政
策
等
意
見
交
換
会

18
日	

「
住
民
と
議
会
と
の
懇
談
会
」
の
要
望
・
意
見

等
検
討
会

	

宮
城
県
黒
川
地
方
町
村
議
会
議
長
会
来
町

	

（
議
会
運
営
・
議
会
広
報
・
行
政
視
察
）

19
日	

福
島
県
両
沼
地
方
町
村
議
会
議
長
会
来
町

（
行
政
視
察
）

30
日	

議
会
運
営
委
員
会

31
日	

議
会
全
員
協
議
会

	

政
策
等
意
見
交
換
会

９
月

６
日	

議
会
運
営
委
員
会
・
第
５
回
議
会
定
例
会
（
～

10
日
）

６
・
10
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

７
日	

総
務
常
任
委
員
会

	

教
育
民
生
常
任
委
員
会

	

産
業
建
設
常
任
委
員
会

８
日	

議
会
意
見
交
換
会

29
日	

宮
城
県
川
崎
町
議
会
来
町
（
議
会
広
報
視
察

研
修
）

10
月

１
・
５
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

反
対
討
論

第
４
回
臨
時
議
会

　
　
　
　
（
７
月
20
日
）

２．担当班議員氏名

　議会では、本会議の内容や議会活
動の状況などを町民の皆さんにご報
告・説明し、また、議会に対する意
見や要望をお聴きする機会として、
「住民と議会との懇談会」を開催し
ます。町内９会場どこでも自由に参
加できます。たくさんのご来場をお
待ちしております。

１．日程

農業委員会作況調査

講演する佐竹知事

　

８
月
２
日
、「
羽
後
町
・
東
成
瀬
村
・
美

郷
町
・
議
会
議
員
連
絡
協
議
会
」
が
美
郷

町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
秋
田
元
気
創
造
プ
ラ
ン
」
を

演
題
に
佐
竹
知
事
の
講
演
が
あ
り
、
こ
れ

か
ら
の
県
政
を
確
認
す
る
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
後
、「
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
紫
織
里
」
で

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
に
は

「
美
郷
ま
ん
ま
」
の
お
に
ぎ
り
が
出
ま
し
た

が
他
町
村
の
方
々
に
一
つ
残
ら
ず
持
ち
帰

ら
れ
る
ほ
ど
好
評
で
し
た
。

1415 ◆臨時会／議会の動き
みさと議会だより 第25号

◆住民と議会との懇談会のお知らせ
みさと議会だより 第25号
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16

委
員
長 

泉
　
美
和
子

副
委
員
長 

深
澤
　
　
均

委
　
員 

吉
野
　
　
久

委
　
員 

戸
澤
　
　
勉

委
　
員 

飛
澤
龍
右
エ
門

委
　
員 

深
沢
　
義
一

　
次
回
定
例
会
は
、
12
月

上
旬
の
開
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
傍
聴
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
本
校
の
特
色
は
？
と
問
わ
れ
れ
ば
、

私
は
一
番
に
「
地
域
・
家
庭
と
の
強

い
結
び
つ
き
」
を
あ
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
毎
週
月
曜
日
の
朝
、
学
校
近
く
の

交
差
点
に
は
黄
色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

着
た
地
域
の
方
々
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
に
小
学
生
が
い
る
・
い
な
い
に

関
わ
ら
ず
自
治
会
の
活
動
と
し
て
交

代
で
街
頭
指
導
に
取
り
組
ん
で
下

さ
っ
て
い
る
の
で
す
。
塚
自
治
会
だ

け
で
な
く
、
学
区
内
各
所
で
の
個
人

に
よ
る
見
ま
も
り
活
動
、
降
雪
期
に
は

横
断
歩
道
付
近
の
除
雪
、
狭
く
な
る
冬

道
の
危
険
を
避
け
る
た
め
に
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
構
内
を
児
童
が
歩
け
る
よ
う

に
し
て
下
さ
る
な
ど
、
ま
さ
し
く
地
域

全
体
で
子
ど
も
達
を
見
ま
も
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
各
家
庭
に
お
い
て
は
忙
し
い
仕
事
の

合
間
を
縫
っ
て
協
力
し
て
く
れ
る
保
護

者
の
他
に
祖
父
母
の
皆
様
の
絶
大
な
力

が
あ
り
ま
す
。
学
年
の
畑
や
学
校
田
な

ど
、
外
で
の
学
習
に
は
平
均
し
て
四
十

名
も
の
協
力
が
常
に
あ
り
、
三
人
の
お

孫
さ
ん
と
関
わ
っ
て
十
年
以
上
も
続
け

て
下
さ
っ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
仕

三 位 一 体

事
後
は
「
孫
の
話
」
で
盛
り
上
が
る
お

茶
の
時
間
が
必
ず
あ
り
、
校
長
・
教
頭

も
お
い
し
い
「
ガ
ッ
コ
」
を
い
た
だ
き

な
が
ら
話
の
輪
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　「
地
域
・
家
庭
・
学
校
の
三
者
が
協

力
し
て
」
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で

す
が
、
本
校
で
は
伝
統
的
に
し
か
も
ご

く
自
然
な
形
で
協
力
体
制
が
機
能
し
て

い
る
の
で
す
。
そ
し
て
学
校
で
は
今
日

も
子
ど
も
達
が
笑
顔
で
元
気
に
過
ご
し

て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と

だ
と
思
い
、
私
共
教
職
員
も
が
ん
ば
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

校
長
　
髙
山
　
泰
文

「
み
さ
と
議
会
だ
よ
り
・
第
19
号
」
が
、
全

国
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
優
秀
賞

に
か
が
や
き
、
そ
の
反
響
の
大
き
さ
に
び
っ

く
り
す
る
ほ
ど
で
す
。

　
そ
の
訳
は
、
全
国
各
県
か
ら
の
視
察
研
修

で
来
町
さ
れ
る
市
町
村
の
議
員
の
方
々
の
多

さ
で
す
。

　
私
た
ち
広
報
委
員
会
は
、
各
議
員
の
皆
様

方
と
懇
談
を
設
け
る
こ
と
で
地
元
で
研
修
が

で
き
各
地
域
の
議
会
報
の
良
さ
を
修
得
し

「
議
会
だ
よ
り
」
づ
く
り
の
一
助
に
な
れ
ば

と
奮
闘
中
で
す
。

飛
澤
　
龍
右
エ
門

キラリ美郷人は、学校シリーズ第4回目
として千畑南小学校の活動を紹介します。

千畑南小学校

議

会

広

報

特
別
委
員
会


